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1　はじめに

　本稿の課題は，改革開放以降の雲南省昆明市の変化を検討することを通じて，この時期の

中国地方都市の変貌の具体例を明らかにすることである。この間の中国の都市化は，経済構

造の変化と政策の変化を受けながら，世界に例をみないほど急速に進展した。さらに，2013

年に発足した習近平政権の下で「新型城鎮化（新型都市化）」政策が打ち出され，全国的な

都市配置が見直されて，沿海部の大都市だけでなく中小都市の発展や農村都市化など多元的

な都市形成が図られるようになった1）。また，昆明市は，同政権のいわゆる「一帯一路（陸

と海のシルクロード）」の結節点としても，重要視されている。

　しかし，これまで昆明に関しては，急速な都市化の負の側面である「鬼城（ゴーストタウ

ン）」の一例として，批判的に紹介されることが多かった2）。もちろん，不動産バブルをは

じめとする都市化のマイナス面は深刻な問題だが，中国の都市化そのものを無秩序で実体の

ないものと考えるのは一面的に過ぎるだろう3）。工業化など実体経済の変化が都市化の原動
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力となった歴史的な先例と異なり，中国の都市化は政府主導で急速に進められるという特徴

を持つために，その途中の段階では都市建設が人口移動などに先行し，一時的な空洞化が起

こることは避けられない。昆明南部の呈貢の開発などは，そのような事例としてとらえるこ

とができるだろう。また，昆明の都市開発が，すべて民間ディベロッパーによって無秩序に

進められてきたわけではなく，その背景には体系的な都市計画が存在するし，昆明の都市計

画には国際的な発想も加味されていた。

　本稿では，このような視点から昆明の都市計画の全容を紹介し，合わせて歴史文化都市と

しての中心市街地の再開発，人口増加に応じた郊外新市区の建設，東南アジア・南アジアと

関わる交通・物流ハブとしての役割など，昆明固有の問題も明らかにしていきたい。急速に

進行している昆明の都市化の到達点を検討するのは時期尚早なので，本稿では成果や問題点

の具体的な分析は行わず，政府主導の都市化の特徴を表す計画や政策の整理と紹介を中心に

叙述していきたい。

2　昆明市の都市計画

（1）改革開放以前の昆明都市計画
　昆明市は中国雲南省の省都（省会）であり，雲南省は中国南西部にあってミャンマー・ラ

オス・ベトナムと国境を接している（図 1）。現在の総人口は 662.6 万人，うち都市人口が

457.5 万人である（2014 年）4）。歴史的には 756 年に南詔国の拓東城が築かれて以来，この地

域の中心都市としての発展が続いてきた5）。1276 年には元朝によって雲南支配の拠点として

昆明県が置かれ，1382 年には明の雲南府城が築かれて今日に至る都市計画の原型が形成さ

れた。近代に入ると商工業が発展するとともに，辛亥革命以降，国民党政府の中国南部にお

ける拠点となり，1928 年に昆明市が設置された。一方，1910 年にフランスが建設した滇越

鉄路（ハノイ―昆明）が開通するなど，ベトナムを経由して南シナ海に至るルートが開け，

ヨーロッパ勢力の侵入もみられた。日中戦争下では，いわゆる援蔣ルートの終点となり，西

南連合大学（北京・清華・南開大学の戦時連合組織）が置かれるなど，抗日の拠点ともなっ

た。

　近代昆明の都市計画のはじまりは，1939 年に昆明市工務局が作成した「大昆明市規劃図」

である6）。それまでは明代に形成された城壁都市（旧城）の範囲内で都市形成が進んでいた

が，この「規劃図」は旧城の南部にある滇池周辺の開発を視野に入れ，ドイツに留学した都

市計画家が主導して本格的な都市計画として作成された。「規劃図」とそれに続く「昆明市

建設綱要」は，日中戦争下でほとんど実施できなかったが，その後の昆明の都市計画に重要

な影響を与えた。

　やがて中華人民共和国の成立とともに，1950 年 3 月，新たな昆明市政府が設立されたが，
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その市域は旧城を中心とした 7.8 km2 にすぎず，周辺部は昆明県として武定専区の管轄下に

置かれた7）。翌 51 年に昆明県も昆明市政府の管轄下に移され，53 年には昆明県が廃止され

て昆明市に編入された。その後も周辺地域の昆明市への編入が続き，83 年までに総面積は

15,561 km2 となり，行政区画は 4 区（盤竜・五華・西山・官渡）・8 県（呈貢・富民・安寧

など）に編成された。98 年には東川市が昆明市の区として編入され，21,473 km2 に及ぶ昆

明市の範囲が確定した。

　この間に，1953 年の「昆明市城市初歩规划」以来，50 年代・60 年代の計画経済の下でい

くつかの都市計画が立案されたが，対象とする地域は狭く，その後は文化大革命によって空

白の期間が続いた。したがって，今日の昆明に直接つながる総合的な計画は，1982 年に確

定された「昆明城市总体规划 1981―2000（昆明都市計画マスタープラン 1981―2000）」を待

たなければならなかった。この計画によって，前述の 4 区・8 県が都市計画の対象となり，

二重の環状道路を核とする街路計画も拡大された。さらに，改革開放後の経済発展と共に，

96 年にこの計画が修正されて「昆明城市总体规划 1996―2000」となり，公共施設の充実や

歴史的景観の保存など広範な内容が盛り込まれた8）。また，これと並行して，のちの都市建

設に大きな影響を与えた，スイス・チューリヒ市との協力プロジェクトが開始されることに

なった。

図1　雲南省と昆明市
（出所）筆者作成
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（2）チューリヒ市との協力プロジェクト
　昆明市とチューリヒ市は，1982 年に友好都市となり，都市計画部門などの交流が始まっ

た9）。そして 94 年から都市の持続的発展や公共交通計画に関する共同研究が始まり，96・

99・2001 年の 3 回にわたって「中国・スイス　都市の持続的発展と公共交通計画に関する

シンポジウム」が開催された。

　持続的発展に関しては，汚染が深刻になっていた滇池の水質浄化のために，汚水処理シス

テムを整備し，さらに昆明市の水不足解消のために滇池を上水道の水源とする計画が立てら

れた。公共交通システムとしては，1999 年の昆明世界園芸博覧会を前にして，バス専用レ

ーンなど現代的なバス路線の整備が急がれ10），さらに“＃”字型の東西南北 2 本ずつの路

線を核とする地下鉄（郊外では高架鉄道，正式名称は昆明軌道交通）の導入が計画された。

地下鉄は，昆明空港に向かう 6 号線の一部が 2012 年に開通し，さらに 1・2 号線の一期工事

が 2014 年に完工している11）。

　このほか，中心市街地の開発に関して注目すべきなのが，北市区のニュータウン開発と，

中心市街地の再開発（どちらも後述）に関する，中国・スイスの文化的交流である。このプ

ロジェクトではスイスの先進的な都市計画の手法が導入されただけでなく，スイス側も中国

の伝統文化を学ぶという姿勢がみられた。その結果，双方とも中国の伝統文化と都市の個性

に配慮しながら，北市区の平面プランに風水思想の合理的な面を導入したり，中心市街地の

伝統建築を保存しながら「文明街歴史街区」を計画するという発想が生まれたりした。

　また，昆明と周辺地域との連携も構想された。図 2 のように，昆明の市街は明代の旧城か

ら中華民国時代まで基本的に規模は拡大しなかったが，改革開放以降の都市開発，とくに北

市区の開発によって市街地が拡大すると同時に，中軸線が正義路から北京路に移った。さら

に，昆明空港へ向かう昆明―嵩明軸線や，呈貢―昆陽へ向かう東市区・滇池東岸開発などが

提唱され，安寧市の都市計画も視野に入れられた。

　スイス・チューリヒ市との協力プロジェクトで生まれたこのような様々な発想が，2000

年代以降の新たなマスタープランに取り入れられていくことになったのである。その成果や

問題点は十分に検討できなかったが，少なくとも冒頭に紹介したように，無秩序な「鬼城」

の出現という視点だけでは昆明の都市開発を理解することはできないだろう。

（3）昆明市都市計画マスタープラン2002―2010
　以上のような 1982 年以来の都市計画を集大成したものとして作成されたのが，「昆明市城

市总体规划 2002―2010（昆明市都市計画マスタープラン 2002―2010）」12）である。

　この計画の対象は，昆明市の管轄する五区（五華，盤竜，官渡，西山，東川）・一市（安

寧）・八県（呈貢，晋寧，富民，嵩明，禄勧，宜良，路南，尋甸）で，「市域」の総面積は

21,111 km2 にわたり，このうち 5,031 km2 を中心市街にあたる「都市区」，500 km2 を都市建
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設の主対象である「主城規劃区（中心計画区）」に指定している。都市体系は，主城（中心

都市）―次級城市（二級都市）―県城・重要城鎮（農村部の中心都市）―小城鎮（農村部の

小都市）に段階区分している。

　主城は 215 km2 で，その内部の機能は「五区三軸」・「一主三副」という形で配置される。

五区というのは最も核心となる地域で，主城中心区・北市区・西市区・南市区・東市区のこ

とである。そして，ここから中部城市発展軸・東部城市発展軸・南部城市発展軸という三本

の都市発展軸の方向に沿って，都市の発展方向を誘導する。さらに都市機能は 4 つに区分さ

れ，中心部の「城市効能主中心（都市機能主中心）」，北側の「城市文化商务副中心（都市文

化ビジネス副中心）」，南側の「行政与体育休闲度假副中心（行政・スポーツ・レジャー副中

心）」，および東側の「体育，会展，商务，对外交通副中心（スポーツ・展示会・ビジネス・

対外交通副中心）」という一主三副によって構成されている。

　次級城市は，臨空工業区とゴルフ観光リゾートがある嵩明県（15 km2・15 万人），冶金・

化学工業を中心とする安寧市（20 km2・20 万人），良好な居住環境の生態観光都市である宜

良県（10 km2・10 万人）の 3 か所である。

　また，このマスタープランには「历史文化名城保护规划（歴史文化都市保護計画）」が定

められて，歴史的な都市でもある昆明の文化保護に重点を置きながら，「保護と展示」，「保

護と利用」，「保護と修復再建」を図るとされている。そして，旧城壁に沿った一環路の内側

図2　昆明市街の拡張
（出所）Fingerhuth, C. & Joos, E. ed. “The Kunming Project : Urban Development in China―a Dialogue”, 
Birkhäuser, 2002, p. 99 をもとに作成
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の旧市街と滇池盆地を中心として，具体的な文化財保護の方針が示されている。

　交通に関しては，昆明新空港（長水空港）の建設がうたわれているが，その他の市内外の

交通に関しては，次に述べる 2008 年からのマスタープランの方が地下鉄や高速鉄道などの

体系的な内容を持っている。

　環境保全に関しては，とくに滇池周辺の生態保護と開発規制について触れられている。そ

のほか，上下水道・電気ガス・通信などの公共インフラ整備も示されている。

（4）昆明都市計画マスタープラン2011―2020
　上述の 2010 年までのマスタープランに続いて立案されたのが，「昆明城市总体规划 2008

―2020（昆明都市計画マスタープラン 2008―2020）」13）であり，その後改訂されて「昆明城

市总体规划 2011―2020」14）として現在も施行されている。

　この計画の対象地域は昆明市域 21,011 km2 のうち，図 3 で色分けされた 4,060 km2 で，都

市体系は，中心城区（中心都市区）―6 つの二級城市（二級都市）―5 つの三級城鎮（三級

都市）―重点鎮（農村部の重点都市）―一般鎮（農村部の一般都市）から構成され，「城鎮」

まで含む都市計画によって周辺部が重視されていることがわかる。

　全体の配置は，「一核五軸三層多心」という言葉で表されている（図 3）。「一核」は中心

図3　昆明都市計画マスタープラン 2011―2020
（出所）昆明市规划局《昆明城市总体规划（2011―2020）》上报稿展示
により作成
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城区（1,722 km2）で，旧市街を中心とする主城区，ニュータウンの呈貢新区，昆明新空

港・臨空経済地域がある空港経済区の三地域で構成される。前のマスタープランにあった主

城（215 km2）だけでなく，「南延北拓」と呼ばれる周辺地域への拡張が明確にされた。「五

軸」は昆明から周辺への主要交通路のことで，東西発展主軸（楚雄―昆明―紅河），南北発

展主軸（曲靖―昆明―玉溪），その他 3 本の二級発展軸（禄観―富民―安寧―晋寧・東川―

尋甸―嵩明―宜良・尋甸―倘甸―転竜―禄観）を指す。「三層」は，中心城区―都市区―市

域という三層構造を意味する。

　このように交通体系の整備や周辺地域との広域連携が重視されているのが，このマスター

プランの特徴である。2010 年までのマスタープランに比べて，後述の滇中城市経済圏と連

動しながら，昆明市外の曲靖・玉渓・楚雄・紅河への広がりが意識されている。

　交通体系に関しては，このマスタープランに伴って 2010 年に作成された「昆明市综合交

通运输总体规划 2011―2020（昆明市総合交通運輸マスタープラン 2011―2020）」がある15）。

都市交通に関わる部分だけ紹介すれば，道路網は「五環十三射（5 本の環状道路と 13 本の

放射道路）」で構成され，総延長は 2,834 km（うち高速道路 1,567 km）にのぼる。環状道路

は，都市快速道路としての 2 本の環状線と，その外側の 2 本の高速道路，そして後述の滇中

城市群を結ぶ幹線高速道路である。また，地下鉄と高架鉄道による軌道交通が 6 本

（162.6 km）計画され，一部はすでに開通している。

　マスタープランの産業政策は，重化学工業を抑制し，たばこ産業とサポーティングインダ

ストリーの緩やかな発展を維持しながら，バイオメディカル・光電子情報・機械加工製造な

ど特色ある工業や，物流・観光・貿易などサービス産業を積極的に発展させるとされている。

この方針は，後述の滇中城市経済圏とも共通する。

　このほか，環境保全，歴史文化都市の保全，上下水道やエネルギーの供給などにも，前の

マスタープラン同様に言及されている。

（5）滇中城市経済圏
　以上のような昆明市の開発計画だけでなく，昆明を中心として雲南省に新たな都市経済圏

を形成する構想が，滇中城市群（滇中都市群）であり，のちに滇中城市経済圏へと拡充され

た。

　この構想は 2011 年 8 月に雲南省が公布した「滇中城市群规划 2009―2030（滇中都市群計

画 2009―2030）」によって確定された16）。対象地域は，昆明のほか曲靖，玉溪，楚雄を合わ

せて 4 市で，計画面積は 9.6 万 km2 に及び，雲南省全体の 4 分の 1 を占める。その配置は

「一核三極両環両軸」と表現されるが，「一核」は昆明都市区，「三極」は曲靖・玉渓・楚雄

で，「両環」は昆明を囲む 30 分通勤圏と 1 時間通勤圏の交通体系，「両軸」は曲靖―昆明―

楚雄と楚雄―昆明―文山を結ぶ道路・鉄道である。
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　滇中城市群は，さらに習近平政権が進めている「新型都市化」の一環に組み込まれること

になった。「国家新型城镇化规划 2014―2020 年（国家新型都市化計画 2014―2020 年）」17）に

よれば，図 4 のように「両横三縦」という 5 本の線に沿って，中国全土に都市群が配置され

ることになった。両横とは，中国を東西に貫く陸橋通道（江蘇省連雲港―新疆ウイグル自治

区阿拉山口）と長江通道（揚子江流域），三縦とは南北に貫く沿海通道（瀋陽―広州）と京

哈京広通道（ハルビン―北京―広州）と包昆通道（内蒙古包頭―昆明）である。昆明は，こ

のうち包昆通道の要の位置にある。

　これに沿って，雲南省では 2014 年に「云南省新型城镇化规划 2014―2020 年（雲南省新型

都市化計画 2014―2020）」が公布された18）。その概要は，図 5 に示すように「一区一带五群

七廊」という都市群と回廊から構成され，滇中城市群と後述の滇中産業聚集区は「一区」と

して，その中枢を占める。「一帯」は国境の沿辺開放城鎮帯（国境開放都市ベルト地帯）で

ある。「五群」は「城市群」に比べて小規模の都市が集まった「城鎮群」で，滇東北・滇東

南・滇西北・滇西・滇西南の 5 つである。「7 廊」はこれらの都市群を結ぶ 7 本の回廊であ

る。滇中城市群計画の策定にあたっては，スイス連邦工科大学チューリヒ校（ETH Zürich）

を通じて，スイスの都市計画や環境問題の専門家からも助言を得ている19）。

　前述の「滇中城市群规划 2009―2030」は，この「云南省新型城镇化规划」と連動して

2014 年に拡充され，「滇中城市经济圈一体化发展总体规划 2014―2020 年（滇中都市経済圏

一体化発展マスタープラン 2014―2020 年）」として公布された20）。

　新計画では，従来の 4 市に紅河州北部拓展区を加えた「4＋1」が対象となり，総面積は

11.46 万 km2 に拡大されて，雲南省全体の 29％ を占めている。そして，その配置は「一区

両帯四城多点」と表現される（図 6）。「一区」は滇中産業聚集区，「両帯」は昆明―玉渓―

紅河の旅游産業経済帯（観光産業経済ベルト地帯）と昆明―曲靖の緑色経済示範帯（グリー

ンエコノミー・モデルベルト地帯），「四城」は昆明・曲靖・玉渓・楚雄の 4 市，「多点」は

その他の 49 県市区を意味する。

　このような都市群の形成は，都市建設や交通網の整備などによって都市化を推進するだけ

でなく，地域経済の振興を視野に入れたものである。すなわち，域内総生産・一人あたり域

内総生産・財政収入・全社会固定資本投資力を 2016 年までに 2012 年比で倍増するという

「四翻番」，都市住民の一人あたり可処分所得と農民の一人あたり純所得を同期間に倍増する

という「両倍増」を目標として掲げている。さらに 2020 年までには，前者を 3 倍にするな

ど一層高い目標が示されると同時に，都市化率を 66％，森林被覆率を 55％ とするなど，都

市化と環境保全の両立をめざす指標も含まれている。

　このように切りのいい数字を並べながら，短期間に大規模な開発を進めるという計画が，

どの程度の現実性を持つかは検討を要するが，当面の産業振興の要となるのが滇中産業聚集

区の建設であろう。
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図4　全国の都市群と「両横三縦」
（出所）《国家新型城镇化规划 2014―2020 年》により作成

図5　雲南省の新型都市化と「一区一帯五群七廊」
（出所）《关于印发《云南省新型城镇化规划》的通知》50 ページによ
り作成
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　滇中産業聚集区の中心は，2015 年 9 月に国家発展改革委員会の公布した雲南滇中新区の

計画である21）。滇中新区は図 6 のように昆明主城区の東西に位置し，東片区は嵩明県・官

渡区の一部，西片区は安寧市の一部に置かれ，面積は合わせて 482 km2，現在の人口は 60

万人（2014 年）である。計画されている産業はハイテク分野で，嵩明楊林経済技術開発

区・昆明空港経済区・安寧石油化工基地など国家級の工業団地を含むほか，多数の大学・研

究機関を擁する。また，城市建設区・産業発展区・歴史文化区・生態保護区など，工業化に

とどまらず多元的な機能を持つエリアが計画されている。

　このような計画の背景には，中小都市や農村都市も含む「新型都市化」のほか，「一帯一

路」に象徴される東南アジア・南アジア経済との連携や，後述の雲南橋頭堡戦略など，国家

レベルの大規模な開発政策がうかがえる。まだ開始されたばかりで具体的な進展は未知数だ

が，従来型の重化学工業主導，あるいは労働集約的製品の輸出主導による工業化とは異なり，

バイオや ICT なども視野に入れた工業化構想が特徴だといえるだろう。そして，このよう

なハイテク産業にとって，内陸部の昆明周辺の立地は必ずしも不利とはいえない。とくに，

後述のような空港と高速鉄道の整備による交通網の形成は，ハイテク産業の展開にとって有

利な条件を生み出す可能性もあるだろう。

図6　滇中城市経済圏の「一区両帯四城多点」
（出所）《国家发展改革委关于印发云南滇中新区总体方案的通知》附件により作成
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3　旧市街の再開発と新市街の建設

（1）昆明老街（文明街歴史文化街区）
　これまで述べてきたような都市建設のマスタープランの下で，昆明中心部の旧市街再開発

と，郊外のニュータウン開発が進められた。その事例として，まず中心市街地の街並み保存

を含む再開発プロジェクトである，「昆明老街」（文明街歴史文化街区）を紹介したい22）。

　1982 年，国務院は《关于保护我国历史文化名城的请示（我が国の歴史文化都市保護に関

する指示）》を批准し，24 の国家歴史文化名城を指定したが，昆明もその中に含まれること

になった。昆明市政府は，翌 83 年に《昆明历史文化名城保护规划（昆明歴史文化都市保護

計画）》を制定し，文明街のほか，翠湖畔の文林街周辺や，旧城南部の金碧坊から東寺街に

かけての地区など，市内数か所を歴史街区に指定した23）。このうち文明街に関しては，93

年から「文明街歴史街区」の保存計画の策定が始まり，96 年には前述のスイスとの協力プ

ロジェクト項目の一つに位置付けられた。その結果，98 年に《文明街传统风貌片区保护规

划（文明街伝統風致地区保護計画）》，2003 年に《昆明文明街历史街区保护详细规划（昆明

文明街歴史地区保護詳細計画）》が制定された。この過程で，文明街には伝統的な建築や街

並みを保存するだけでなく，かつての商業的繁栄を取り戻すための再開発の構想も生まれた。

　その構想を実施するために，昆明市政府は「政府主导，市场运作（政府主導，市場運営）」

という方針をとり，2003 年の昆明交易会で民間企業の之江置業有限公司を開発業者に指定

した。同公司は，2003 年に資本金 5 千万元で設立され24），同じ年に設立された上海力品

（集団）置業有限公司の子会社で，2010 年に力品が全株式を買収した。力品集団は，全国各

地で高級住宅街やショッピングモール，リゾートを開発しているディベロッパーである25）。

　この企業が再開発の対象としたのは，歴史街区保存地域の中心にある，正義路以西の文明

街・光華街など 8 本の街路がある一帯で，13 万 m2 余りの土地に 50 億元以上が投資された。

昆明市政府は 2005 年に同地域を正式に「昆明老街」と命名し，歴史学者などによる昆明老

街研究会も発足させた（図 7）。全体の街並みは主として中華民国時代に形成され，地域内

には 11 棟の歴史的建造物がある。保存修築の第 1 期工事は 2003 年から始まり，2011 年に

完成した。再開発の内容は街並み保存だけでなく，大規模ショッピングセンター「正義坊」

や，歴史街区に合わせたデザインの飲食店などが新設され，地区全体の景観が一新された

（図 8）。歴史的建造物を修復する際には，結果的にほとんど新しい部材が使われるため，こ

の一角はすべての建物が新築と変わらないような外観をみせている。また，之江置業は再開

発地区と別の場所に，歴史街区の地名をブランドにした「文明花園」と「景星花園」という

住宅団地も開発・分譲している。

　以上のような再開発に対しては，さまざまな評価がある26）。歴史的街並みの保存・復元

に関して，木造建築は柱や梁の交換などでほとんど新築と同じような状態になり，さらに外
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図7　昆明老街
（之江置業 WEB サイトによる）

図9　修復に向けて解体中の街並み（南強街）

図11　修復前の街並み（光華街と文廟直街の
交差点西北角）

図8　左がショッピングセンター「正義坊」
北館，右が歴史的建築の伝氏宅院

図10　修復後の街並み（南強街）

図12　修復後の街並み（図 11 と同じ交差点
の西南角）
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壁の塗装や漆喰の壁塗りによって外観も一新されている（図 9～12）。同時に，居住や営業

のために増改築された部分の原状復元も行われている。しかし，新築のような「歴史的」街

並みの出現に戸惑う声もあるようだ。また，歴史的建造物が部分的にしか残っていない場合，

その狭間に新築する現代建築との調和を考えなければならない。そのときに，古建築を表面

的に模倣しただけのオーセンティシティ（真正性）を欠いた街並みを作るのか，それとも鉄

やガラスなど現代的な素材を隠さずに歴史的街並みと融和させるのか，そのセンスが問題に

なるだろう（図 13・14）。

　このように，街並み保存と商業的開発の共存については，文化的意味と経済効果を含めた

検証が必要であろう。

（2）北市区
　改革開放後の都市開発が進む中で，昆明への人口集中に伴って居住環境の悪化がみられた。

とくに，中心部の住宅の老朽化と，郊外人口の増加によるスプロール化が，多数の不良住宅

を発生させた27）。その一方で，中産層や富裕層の住宅需要の増加に応じるための，大規模

な高層住宅団地の建設も盛んになった28）。

　その代表的なものが，新たな中軸線となった北京路の北端に開発された北市区である29）。

北市区は 1996 年のマスタープランと，スイスとの協力プロジェクトで，従来の中心区に次

ぐ副都心として位置付けられた。このほか，昆明中心区の周辺には，旧昆明空港（巫家壩空

港）の跡地開発などで住宅が急増してきた南市区，開発が遅れたが最近は昆明空港（長水空

港）・空港経済区・経済開発区・呈貢新区などの結節点として注目される東市区，大学や工

場の立地する西市区がある（図 15）。

　北市区の範囲は，西は竜泉路，東は昆曲高速，南は二環路に囲まれ，中心を北京路が貫き，

内部は三竹営・小壩・上庄・銀河・北倉・竜頭の 6 片区（エリア）に分かれて住宅地が

図13　中心が歴史的建造物の常楽寺塔（東
塔），左右が新しく作られた現代の街並み

図14　歴史的な街並みとの融和を意図したス
ターバックスの現代建築（手前の大きな建物）
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43 km2 に広がっている（図 16）。北京路の地下には，地下鉄 2 号線が開通している。

　北市区にはもともと多くの城中村（都市の中の村落）が存在していた。2000 年ごろから

官房集団・江東集団・倫華地産・城建股份などの民間ディベロッパーが高層住宅団地の建設

を始め，これに数年遅れて大規模商業施設も整備された。このうち倫華が開発した天驕北麓

団地では，分譲された第 1 期 11,000 戸のうち昆明市内在住者の購入が 45％，地元の城中村

在住者の購入が 35％，その他が 20％ となっている。購入目的は居住用が 65％ と圧倒的で，

居住兼投資が 25％，純粋な投資目的は 10％ にすぎない30）。また，江東集団が開発した和諧

世紀団地では，9000 戸のうち居住用が 70％，居住兼投資が 10％ で，投資目的は 25％ であ

る31）。一方，これより小規模な竜沢房地産が開発した金領時代団地では，1,400 戸のうち居

住用が 30％，居住兼投資が 40％，投資用が 30％ で，先ほどの例よりも投資目的が強い32）。

しかし，購入者は昆明市内在住が 60％，城中村が 30％ で，こちらも地元が多い。これらは

個別事例による大まかな数字にすぎないが，現在の北市区をみても，投資目的で居住者のい

ない部屋が極端に目立つ状況ではない。北市区は，基本的には昆明住民の住宅需要増加に対

応した開発になっていると思われる。北市区のある盤竜区の総人口は 82.6 万人（2014 年）

で，すでに中心部 4 区の 4 分の 1 を占めるほどになった。

図15　昆明市内の各エリア
（出所）筆者作成

図16　北市区
（出所）筆者作成



東京経大学会誌　第 293 号

  107  

（3）呈貢新区
　昆明市中心区の北に郊外住宅地として北市区が建設されたあと，さらに南の滇池東岸に大

規模なニュータウンとして建設されたのが，呈貢新区である33）。この新区は，前述の昆明

市の 2020 年までのマスタープランに基づいて計画され，総面積 461 km2，中心的な計画対

象は 123 km2 に及んでいる（図 17）。ここはもともと昆明周辺農村の呈貢県が置かれていた

が，2003 年に新たな都市開発をめざして呈貢新城が設置され，2006 年に呈貢新区と改称さ

れた。

　呈貢新区の当面の開発区域は 7 つの片区（エリア）に分かれているが，その行政中心は呉

家営片区で，すでに昆明市政府がここに移転し，昆明市全体の行政センターになっている。

その南の核心区は CBD（中心業務地区）となり，東南アジア・南アジアに向けた金融業の

拠点をめざしている。また，後述の高速鉄道のターミナルも呉家営片区にある。雨花片区は

「大学城」の別名を持ち，雲南大学など旧来から昆明市内にあった 9 つの高等教育機関が順

次移転して大規模なキャンパスを建設し，はじめは 15 万人，将来的には 35 万人の学生が住

図17　呈貢新区
（出所）筆者作成
（注）各片区は行政区画ではないので境界線が不明で，この図
は大まかな位置関係を示したものである
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む計画で，教職員用の住宅団地も置かれている。雨花東南片区には情報産業団地がある。斗

南片区は農業，とくに昆明の特色である花卉栽培やその流通の拠点となり，斗南国际花卉产

业园区（斗南国際花卉産業団地）には花卉市場も置かれている。烏竜片区は滇池湖畔で，市

政府の公務員住宅のほか，スポーツ訓練基地が置かれている。昆明市は海抜 2000 メートル

近い高地にあるため，従来からマラソンやサッカーなどの高地訓練の場として国際的にも人

気が高い。昆明呈貢信息産業園区（昆明呈貢情報産業団地）は大学城の南の片区で，アジア

全域に向けた情報産業の拠点化をめざす。

　さらに，上記の中心地域を「一核」として，その周辺に産業振興のための「四片」を配置

するという構想が進められている。「四片」とされる 4 つのエリアは，昆明国家経済技術開

発区に委託する洛羊片区，昆明滇池国家旅游度假区（昆明滇池国家リゾートエリア）に委託

する大漁片区，昆明高新技术産業開発区（昆明ハイテク産業開発区）に委託する馬金舗片区，

昆明陽宗海風景名勝区に委託する七甸片区で，ハイテク産業と観光業に特化した産業基盤整

備が計画されている。

　交通機関は道路網のほか，昆明旧城と結ぶ地下鉄（軌道交通）1 号線が開通しており，将

来は 4 号線も建設される。また，市政府のある呉家営片区には，高速鉄道の昆明南駅が

2016 年末に開業し，1 号線・4 号線と接続する。

　このようにニュータウンとして開発が進む呈貢だが，前述のように，これまではゴースト

タウン（鬼城）の典型的な事例として報道されることが少なくなかった。しかし，呈貢区の

総人口は既に 33 万人，うち都市人口は 21.45 万人に達して，旧市街に近い北部の道路沿い

には高層団地が目立つようになった。今後も都市化のスピード鈍化の可能性はあっても，呈

貢全体がゴーストタウン化することはもはやありえないだろう。以前に，建設途上の無人の

アパートや広大な更地が目立つ状態が「鬼城」とみられたのは，もともと農村地帯だった呈

貢34）に，政府主導で急速な都市化を進めるという都市化政策の特徴が反映されたものにす

ぎない。ただし，現在の都市化は大学や行政機関の移転と，大規模住宅団地の開発による政

策主導の内容であり，今後の成長を支える第二次・第三次産業の発展にどの程度成功するか

は，予断を許さない。

4　東南アジア・南アジアと昆明市

（1）雲南橋頭堡戦略
　昆明の都市開発，とくに前述の滇中城市経済圏開発の背景にあるのが，2010 年から政策

化された雲南橋頭堡戦略である。この政策は，中国の第 12 次 5 カ年計画の中で，2010 年に

国務院が「国务院关于印发全国主体功能区规划的通知（全国主体機能区計画の印刷発行に関

する国務院通知）」を決定したことに始まる35）。「主体功能」というのは，人口・経済・資
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源などの条件に対応して決まる各地域の主たる機能のことで，これに配慮しながら全国の都

市や産業の配置を決定するという政策である。具体的には，全国を最適化開発区，重点開発

区，開発規制区，開発禁止区に 4 分類するとともに，図 4 のように「両横三縦」と呼ばれる

東西 2 本，南北 3 本のベルト地帯と都市群が配置されたが，ここに前述の滇中城市経済圏が

位置付けられることになったのである。

　滇中城市経済圏の「主体効能」としては，東南アジア・南アジアに向けた戦略的拠点とな

ることがあげられたが，これを受けて中央政府レベルで 2011 年から 12 年にかけて，「雲南

橋頭堡」戦略が打ち出された36）。もともとこの「橋頭堡」という言葉は，2009 年 7 月に胡

錦濤国家主席が雲南省を視察した際の講話で使用したといわれる37）。この戦略では，東南

アジア・南アジアと中国内陸部を連結するために，総合交通運輸システム，パイプライン，

物流チャネル，通信施設を整備する構想が掲げられている。そして，雲南省を輸出加工貿易，

クリーンエネルギー，石油化学，農産物生産加工，バイオインダストリー，観光の分野で重

要な拠点とする。さらに生物多様性の保護や人と自然の調和を実現する。このように総花的

な政策が並べられており，しいて特徴をあげれば，従来型の重厚長大産業や労働集約産業に

過度に依存した工業化から脱却して，新しい産業分野を創成することと，東南アジア（大メ

コン圏）・南アジアを視野に入れた交通・物流・通信の整備に力点が置かれていることだろ

う。前述の滇中城市群の機能を雲南省全体に拡大したような内容を持つ。

　その結果，昆明は雲南省だけでなく中国と東南アジア・南アジアを結ぶ交通・物流ハブと

しての役割を与えられることになった38）。交通手段としては道路や水運もあるが39），近年

の整備が目立つのは航空と高速鉄道である。次に，その動向を紹介したい。

（2）交通・物流ハブとしての昆明
　昆明の交通ハブとしての機能を象徴するものとして，2012 年 6 月に開港した昆明長水国

際空港があげられる40）。昆明にはもともと現在の南市区に巫家壩国際空港があったが，

3600 m 滑走路 1 本の小規模な空港で，雲南観光の拠点としてのローカル空港（等級 4E）に

すぎなかった。これに対して長水国際空港（以下，昆明空港）は，昆明中心区の東北

24.5 km に位置し，4500 m と 4000 m の滑走路各 1 本を持つ本格的な規模の空港（等級 4F）

である。

　昆明空港は，中国全土で最も重要な空港の一つに位置づけられている。中国民用航空総局

が 2007 年 12 月に制定した「全国民用机场布局规划（全国民間空港配置計画）」41）では，全

国を北方・華東・中南・西南・西北の 5 つの空港群に編成し，北京首都（北方）・上海浦東

（華東）・広州白雲（中南）の 3 空港を国際ハブ空港に位置づけ，これに次ぐ「门户机场（ポ

ータル空港）」として昆明（西南）・ウルムチ（西北）が指定されている。つまり昆明空港は

全国 5 つの重要空港の一つであり，「南アジアと東南アジアに接続する門戸の空港として重
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点的に育成する」とされている。

　その結果，昆明空港は 2015 年に利用旅客数 37,523,098 人（前年比 16.4％ 増）で全国 7 位，

貨物取扱量は 355,422.8 トン（前年比 12.2％ 増）で全国 9 位，発着回数は 300,406 回で全国 5

位（前年比 11.0％ 増）となった42）。貨物は上位の北京・上海・広州・深圳と比べて一桁少

ない数字だが，旅客数や発着回数は順位だけでなく量的にも全国有数の規模である。2013

年 8 月の報道43）では，東南アジア 14 都市・南アジア 5 都市への路線就航が紹介されており，

ネットワークの形成は進んでいるようだ。

　今後の課題としては，ハブ空港としての機能を果たすために旅客・貨物の乗り継ぎ需要の

確保が必要であり，ネットワークの結節点としての役割を拡大することが必要だろう。一方，

東南アジア・南アジア向けのハブ空港としての機能が強化されたとしても，国内外の貨客の

通過点に終われば，昆明にとってのメリットは限定的になってしまう。現在のところ，昆明

市内へのアクセスは自家用車とバスが中心で，地下鉄 6 号線は市内中心部への乗り入れが未

完成である。また，市内中心部から離れた農村地域に造成された大規模空港であるため，交

通アクセスだけでなく，周辺社会との関係や環境保全，産業振興などにも課題を残してい

る44）。

　一方，高速鉄道に関しては，2016 年末に呈貢新区の昆明南駅が開業し，滬昆高速鉄道

（上海―昆明）と雲桂高速鉄道（雲南―桂林）のターミナルとなった。全国の高速鉄道網は，

まず 2008 年 10 月に国家発展改革委員会が批准した「中长期铁路网规划（中長期鉄道網計

画）2008 年调整」に基づき，「四縦四横」と呼ばれる路線が体系化された45）。「四縦」は南

北の 4 路線で，北京―上海，北京―深圳，北京―ハルビン，上海―深圳である。「四横」は

東西の 4 路線で，徐州―蘭州，杭州―昆明，青島―太原，南京―成都である。さらに，2016

年 7 月には，2004 年の「中长期铁路网规划」が改訂され，「八縦八横」路線網へと拡充され

た46）。これは単に路線網を密にしただけではなく，従来の規格（時速 250 km 以上，一部時

速 300 km 以上）以外に，時速 200 km の規格も新設してインターシティ（城際）交通を充

実させることをめざしている。このうち昆明に関わる路線は，東西の「八横」では，杭州ま

での路線が上海まで延長されて滬昆通道となり，新たに広州と結ぶ広昆通道が加わった。ま

た南北の「八縦」では，北京と結ぶ京昆通道が加えられた（図 18）。

　今回の昆明南駅開業で，滬昆高速鉄道は全通し，桂林へはその途中の貴陽から広州へ向か

う路線の一部を利用することになる。このように，中国国内の高速鉄道網は，昆明も組み込

みながら着々と整備されている。

　その一方で，東南アジアへ向かう高速鉄道も計画されている。この構想は，雲南省に関係

する報道では，「泛亚铁路（汎アジア鉄道：Trans-Asian Railway, TAR）」と呼ばれている

（図 19）。ただし，本来の TAR は，ESCAP（国連アジア太平洋経済社会委員会）で合意さ

れたもので，現行の構想の直接の起点は 2006 年の政府間合意にさかのぼる47）。その内容は，
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図19　「泛亚铁 路」計 画
路線

（出所）《泛亚铁路东线国内段
年内建成通车》云南网 2014
年 5 月 9 日により作成

図18　昆明からの高速鉄
道計画

（出所）国家发展改革委《中
长期铁路网规划》により作成
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28 か国が参加して，ユーラシア大陸に総延長 117,500 km に及ぶ壮大な鉄道網を建設すると

いうもので，東南アジアに向かう「泛亚铁路」は，ESCAP の計画の一部として位置付けら

れる。ESCAP の TAR は，高速鉄道に限られず，どちらかといえば貨物輸送を想定した計

画である。したがって，高速鉄道を敷設して旅客輸送を中心とするという中国の構想は，本

来の TAR とやや性格の異なる構想と言わざるを得ない。

　実際，国内の高速鉄道網に比べて，東南アジアに向けた路線建設は順調とはいえない。中

国の報道を中心に現状を確認すれば，以下の通りである。まずラオスに関しては，中国国内

で昆明の南にある玉渓から，ラオス国境の磨憨に向かう玉磨鉄路が，すでに全線で着工され

ている48）。一方ラオスでは，2015 年 12 月にビエンチャン駅建設に着工したといわれるが，

16 年後半の報道でも工事は全く進展していない49）。さらに，この路線はタイに入り，南北

に縦断する約 870 km の高速鉄道の建設が計画され，中国とタイの共同事業として 2013 年

と 14 年に一定の合意が成立していた。タイの高速鉄道では，貨物輸送も視野に入れられて

いるようである。ところが，2016 年 3 月にタイ側が一方的に計画を縮小し，バンコク―ナ

コンラーチャシーマー間の 250 km をタイ単独で建設すると発表した50）。採算性や融資条件，

出資比率などをめぐって両国の折り合いがつかなかったことが原因とみられる。ところが，

同年 9 月から 10 月にかけて，中国が 50 億ドルを融資し，タイが同区間を全線の第一期工事

と位置付け，年末までに着工すると発表された51）。一方，ミャンマーに関しては，中国国

内の大理から瑞麗に向かう路線の建設が進展し，2016 年 1 月には国境の怒江（サルウィン

川）の鉄橋工事に着工したが，ミャンマー国内の動向は不明である52）。さらに，マレーシ

アとシンガポールは，シンガポール―クアラルンプール間の高速鉄道建設で合意しているが，

受注は日本・中国・韓国が競っており，まだ詳細は確定していない53）。

　このように，各地で高速鉄道計画は始まっているものの，これが中国の考えているような

「泛亚铁路」として一体化されるかどうかは不明である。第一の問題は，路線の接続と経営

主体の一本化が困難とみられることである。上述のように，タイ・マレーシア・シンガポー

ルでは，それぞれの政府が高速鉄道建設に向けて動き始めている。その結果，路線計画も国

内事情が重視され，中国との接続は優先課題ではない。また，経営主体が一本化されるか，

あるいは緊密な連携で相互乗り入れが実現しなければ，路線を接続する意味が薄れる。近年

は，コンセッションなど建設主体と経営主体を分離する手法も盛んだが，この地域で円滑な

連絡輸送を図るための国際的枠組みは，今のところ成立していない。第二の問題点は，旅客

需要である。この南北ルートに沿った人の移動は活発とはいえず，どの程度の潜在需要があ

るのかわからない。仮に移動の需要があったとしても，すでに航空網が発達する中で，高速

とはいえ長時間の乗車を強いられる鉄道に競争力があるのか疑問である。第三の問題点は，

貨物輸送の技術的問題と需要である。現在まで，世界的にみても高速鉄道による大規模な貨

物輸送の事例はない。また，この地域の工業地帯は，現時点ではベトナム―カンボジア―タ
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イ―ミャンマーを東西に結ぶルート上に配置されており，南北の高速鉄道に沿った工業都市

の開発が進まない限り，大量の貨物輸送は見込めない。また，農産物などに関しては，すで

に整備されている道路網との競合が課題になるだろう54）。ただ，前述のように雲南省や昆

明市がめざすハイテク産業の発展が実現すれば，航空路と相俟って，高速鉄道の機能が発揮

されることになるかもしれない。

　このように昆明に関わる交通網の形成は，航空・鉄道とも，もっぱらインフラ建設が先行

していいて，その運用と需要の創出には大きな課題を残している。

5　おわりに

　以上，改革開放以降の昆明市の変貌について，都市計画と開発計画を中心に紹介してきた。

その内容をみると，1990 年代後半から昆明の都市計画が本格的に展開されるようになり，

2000 年代に入ると都市再配置や農村都市化なども視野に入れながら一層総合的な計画とな

っていったことがわかる。この時期は，中国の第 9 次 5 か年計画（1996―2000 年）以降に

あたるが，第 9 次計画では沿岸部と内陸部の格差是正が重要課題の一つとされた。さらに第

10 次（01―05 年）では，地域格差是正のために，雲南省を含む「西部大開発」が打ち出さ

れた。第 11 次（06―10 年）では全国の都市化率を 47％ に上げることが目標とされ，「社会

主義新農村」が提起されるなど，都市と農村の連携による格差是正の発想がみられた。また，

「主体効能区（主体機能区）」という構想で地域特性に即した開発戦略が盛り込まれた。そし

て第 12 次（11 年―15 年）では，この方向がさらに強化され，「都市化の積極的かつ確実な

推進」や「主体機能区戦略の実施」が明確にされた。昆明市の都市計画マスタープランは，

1996 年の修正計画，2002 年の計画，2011 年の計画が，それぞれこのような中央政府レベル

の政策に対応すると同時に，昆明固有の事情に応じた計画の一貫性もみられる。さらにチュ

ーリヒ市との共同プロジェクトによって，一種のグローバルスタンダードの計画手法も積極

的に取り入れられてきた。近年の習近平政権の下での「新型都市化」は確かに重要な契機で

はあるが，それだけで昆明の都市化に根本的な転換が始まったのではなく，この 20 年間の

流れの中で理解しなければならない。

　一方，都市開発の負の側面としての「鬼城（ゴーストタウン）」批判に関しては，政府主

導で短期間に急速に進められる都市化という特徴に留意すれば，過大に問題視することには

慎重であるべきだろう。実は筆者も，10 数年前に現在の北市区で，砂ぼこりの舞う見渡す

限りの更地に，建設途上の高層マンションの大群が出現したのを見て，ゴーストタウンのは

じまりかと驚いた経験がある。人口 80 万人を超えた現在の北市区を見ると，隔世の感があ

る。近年の中国の都市化率は 50％ 台で，世界平均をやや上回る程度であり，70％ を超えた

先進国に比べて極端に低い。中国の工業化や経済生活の水準をみれば，今後も都市化の進展
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は止まることはないだろう。ただし，投資目的の不動産バブルや，地方政府傘下で資金調達

とディベロッパーを兼ねている「融資平台（融資プラットフォーム）」の暗躍などの問題は，

昆明に関しても批判的に追及していく必要があるだろう。

　また，インフラ先行で進む都市計画や開発計画が，果たして内実を伴うかどうかも注視す

る必要がある。住宅に関しては，人口移動を伴う以上，全面的な空洞化はあり得ないだろう

が，産業基盤に関しては問題点もうかがえる。本稿で検討した東南アジアと連結するための

高速鉄道をみても，中国国内では公的資金の投入で着々と工事が進行しているのに対し，国

外では建設や運営の枠組みすら明確でないという状態である。また，都市経済を支える産業

基盤の形成についても，構想通り進むかどうかは予断を許さない。

　同時に，このような政府主導型の都市開発やインフラ整備は，政治家や官僚の腐敗を招き

がちである。2015 年 3 月に元昆明市共産党委員会書記だった仇和雲南省委副書記が，全国

人民代表大会出席のため滞在中の北京で，中央規律検査委員会に拘束された。その報道の中

で，辣腕の官僚として有名だった仇和が，昆明市の旧市街再開発と新市街建設を強引に進め

て反感を買っていたことを指摘する記事がみられた55）。また，彼の秘書だった昆明副市長

の謝新松は，雲南省規律検査委の取り調べを受けたが，仇と謝は昆明のディベロッパー中豪

集団と密接な関係があったと報道された56）。2016 年 10 月 9 日には，元雲南省共産党委書記

の白恩培に，執行猶予付きの死刑判決が出された57）。白は 2001 年から 11 年まで雲南省委

書記を務めていたが，14 年に公職を罷免されて取り調べを受けていた。関連報道では，白

が雲南省委書記在職中に「大昆明」「大都市」政策を進め，ディベロッパーと不正な関係が

始まったことが指摘されている58）。ほかにも，仇和以前の市党委書記だった張田欣，高勁

松も腐敗で失脚するなど，このような事件は枚挙にいとまがない59）。日本では「反腐敗」

政策の展開を単なる権力闘争とみる向きも多いが，このような開発政策遂行に伴う問題点に

も留意すべきだろう。

注
1 ）「城鎮化」という用語は，中国語で大都市を意味する「城市」だけでなく，農村中小都市を意

味する「鎮（建制鎮）」も視野に入れた総合的な都市化を意味するものである。ただし，中国
以外では従来からこのような中小都市化や農村都市化も含めて都市化をとらえてきたので，

「城鎮化」はたんに「urbanization」「都市化」と訳されることが多い。その概略については，
三浦有史「中国『城鎮化』の実現可能性を検証する」，『JRI レビュー』2014 Vol. 3, No. 13 が簡
潔に紹介している。また，中国における事例研究や政策提言を含んだ論集として，李强等著：

《多元城镇化与中国发展　―　戦略及推进模式研究》，社会科学文献出版社，2013 年がある。日
本での最近の事例研究としては，『中国の新型都市化：政策と現状』アジア経済研究所，2016
年などがある。

2 ）たとえば，‘China : No one home　―　Chinaʼs economy may be overheating’, “The Financial 
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